
今
年
の
年
回
法
要

春
彼
岸
・
永
代
経
法
座

３
月

日
（
水
）

２２

朝
席
９
時
半

昼
席
１
時

講
師

安
部
惠
証

師

三
次
市
君
田
町

善
照
寺
住
職

ご
講
師
の
安
部
惠
証
師
は
、
現
在
備
後
教

区
の
布
教
師
の
研
鑽
組
織
で
あ
る
「
布
教
団
」

の
副
団
長
を
務
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
先
生
で

す
。永

く
本
願
寺
の
重
要
な
役
職
を
務
め
ら

れ
、
広
島
別
院
の
輪
番
（
本
願
寺
ご
門
主
に

代
わ
っ
て
広
島
別
院
の
代
表
と
し
て
安
芸
教

区
を
統
括
す
る
役
職
）
も
勤
め
て
い
ら
っ
し

ゃ
っ
た
高
名
な
先
生
で
す
。

勝
光
寺
に
は
初
め
て
の
御
出
講
で
す
。
法

味
あ
ふ
れ
る
仏
徳
讃
嘆
の
ご
講
話
を
聴
聞
で

き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

春
彼
岸
法
座

三
月
二
十
二
日
（
水
）

朝
席
九
時
三
十
分
～

昼
席
十
三
時
～

講
師

安
部

惠
証

師

三
次
市
君
田
町

善
照
寺
住
職

法
話
を
聴
く
会

五
月
十
四
日
（
日
）

朝
席
九
時
三
十
分
～

講
師

釋

徹
宗

師

大
阪
府

如
来
寺
住
職

相
愛
大
学
学
長

夏
法
座
（
午
後
は
地
区
役
員
研
修

会
及
び
護
持
会
総
会
）六

月
十
日
（
土
）

朝
席

九
時
三
十
分
～

地
区
役
員
研
修
会

十
三
時
三
十
分
～

講
師

坂
原

英
見

師

三
次
市
作
木
町

東
光
坊
住
職

お
盆
法
座

八
月
十
六
日
（
水
）

朝
席
九
時
三
十
分
～

講
師

当
山
住
職

秋
彼
岸
法
座九

月
二
十
三
日
（
土
）

朝
席
九
時
三
十
分
～

昼
席
十
三
時
～

講
師

金
岡

恒
宣

師

尾
道
市
御
調
町

金
剛
寺
衆
徒

報
恩
講
法
座

十
一
月
十
八
日
（
土
）

朝
席
九
時
三
十
分
～

昼
席
十
三
時
～

講
師

枝
廣

慶
樹

師

福
山
市
東
川
口
町

崇
興
寺
住
職

一周忌 ２０２２年（令和４年）に亡くなった方

三回忌 ２０２１年（令和３年）に亡くなった方

七回忌 ２０１７年（令和元年）に亡くなった方

十三回忌 ２０１１年（平成２３年）に亡くなった方

十七回忌 ２００７年（平成１９年）に亡くなった方

二十五回忌 １９９９年（平成１１年）に亡くなった方

三十三回忌 １９９１年（平成３年）に亡くなった方

五十回忌 １９７４年（昭和４９年）に亡くなった方

年回の当たっているご門徒様にはお知らせのはがきをお送りしています。
法要のご相談を受け付けておりますので、お電話等でご連絡ください。

勝光

今
年
は
、
親
鸞
聖
人
ご
生
誕
８
５
０
年
・

立
教
開
宗
８
０
０
年
の
記
念
行
事
が
た

く
さ
ん
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
年
に
限
り
、
春
の
お
彼
岸

法
座
と
併
せ
て
、
例
年
４
月
に
お
勤
め
し

て
い
る
「
永
代
経
」
法
座
を
併
せ
て
お
勤

め
い
た
し
ま
す
。

従
っ
て
、
４
月
に
は
ご
報
座
が
勤
ま
り

ま
せ
ん
の
で
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

過
去
帳
を
持
っ
て
お
参
り
く
だ
さ
い

先
立
た
れ
た
大
切
な
方
々
が
記
帳
さ
れ

た
過
去
帳
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

本
堂
に
お
供
え
し
て
阿
弥
陀
経
を
お
勤
め

し
、
亡
き
方
を
偲
び
ま
し
ょ
う
。

大
切
な
方
を
亡
く

さ
れ
た
皆
様
は
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
お
参
り

い
た
だ
き
、
亡
き
方

々
が
仏
様
の
働
き
と

な
っ
て
届
い
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
お
い
わ

れ
を
味
わ
い
ま
し
ょ

う
。

法座の朝席・昼席に続けてご出席くださる方に弁当をお出しします。召し上がっていただける方は、勝光寺までご連絡ください。
注文の都合上、３月１５日までにご連絡ください。 電話 ７２－０５５２
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親
鸞
聖
人
御
誕
生

立
教
開
宗

８５０年

８００年

慶
讃
法
要

令
和
５
年
は
、
親
鸞
聖
人
が
ご
誕
生

さ
れ
て
八
百
五
十
年
。
浄
土
真
宗
の
教

え
が
広
が
っ
て
八
百
年
の
節
目
の
年
で

す
。こ

れ
を
記
念
し
て
ご
本
山
な
ら
び
に

比
婆
組
に
お
い
て
慶
讃
（
き
ょ
う
さ
ん
）

法
要
が
勤
ま
り
ま
す
。

現
代
世
界
は
、
社
会
・
国
家
の
レ

ベ
ル
で
は
自
国
の
利
益
を
優
先
す
る
排

他
的
で
閉
鎖
的
な
在
り
方
が
優
勢
と
な

り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
は
じ
め
と
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
対
立
や
紛
争
が
起
こ
っ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
個
人
で
も
、
共

に
生
き
る
と
い
う
価
値
観
が
薄
ら
ぎ
、

孤
独
・
孤
立
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
も
の
ご
と
を
自
己

中
心
的
に
し
か
考
え
ら
れ
な
い
私
た
ち

の
姿
が
顕
在
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
世
を
生
き
る
こ
と
は
苦
悩
そ
の

も
の
で
す
。
そ
の
苦
悩
を
超
え
て
生
き

て
い
く
道
を
教
え
て
く
だ
さ
る
の
が
仏

法
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
苦
悩
に
も
向
き
あ
っ
て

生
き
る
こ
と
の
で
き
る
依
り
ど
こ
ろ
と

な
る
南
無
阿
弥
陀
仏
の
お
い
わ
れ
を
、

私
た
ち
に
体
系
だ
て
て
わ
か
り
や
す
く

説
き
示
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
親
鸞
聖

人
で
す
。

記
念
慶
讃
行
事

比
婆
組
慶
讃
行
事
の
日
程

５
月

日
（
土
）

１３自
由
観
覧
・
参
加
無
料
で
す

会
場

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

ジ
ョ
イ
フ
ル
２
階

時

分

開
始

１１

３０

読
経

開
会
あ
い
さ
つ

時

分

市
民
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー

１１

５０

～

マ
ン
ス

発
表

時

分

１３

５０
時

分

釋
徹
宗
先
生
と

１４

００

落
語
家

桂
南
光
師
匠

に
よ
る
対
談

時

分

桂
南
光
師
匠
の
落
語

１５

３０
時

分

閉
会

１６

００

比
婆
組
慶
讃
法
要

５
月

日
（
日
）

１４

「
法
話
を
聴
く
会
」

勝
光
寺
会
場

９
時

分

お
勤
め

３０
時

分

釋
徹
宗
先
生
法
話

１０

００

～

時

分

法
話
終
了

１１

３０

西
楽
寺
会
場

時

分

帰
敬
式

１０

００
時

分

稚
児
行
列

１１

００
時

分

慶
讃
法
要

１３

００
時

分
釋
徹
宗
先
生

法
話

１５

００

西
楽
寺
で
の
慶
讃
法
要
の
参

加
人
数
が
限
ら
れ
て
い
る
た

め
、
勝
光
寺
で
釋
徹
宗
先
生
に

ご
講
話
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

仏
教
壮
年
会
会
員
・
仏
教
婦

人
会
会
員
の
方
に
優
先
的
に
席

が
割
り
振
ら
れ
ま
す
。

会
員

以
外
で
聴
聞
希
望
さ
れ
る
方
に

つ
い
て
は
、
後
日
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

慶
讃
行
事
の
一
環
と
し
て
、
釋
徹
宗
先

生
に
、
勝
光
寺
へ
お
い
で
い
た
だ
き
ま
す
。

釋
先
生
は
、
今
、
日
本
で
最
も
活
躍
し
て

い
る
宗
教
学
者
の
一
人
で
、
現
在
、
相
愛

大
学
の
学
長
を
務
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す出
演
さ
れ
て
い
る
テ
レ
ビ
番
組
は

N
H

K

こ
こ
ろ
の
時
代

100

分
で
名
著

シ
ブ
五
時
（
番
組
終
了
）

徹
底
討
論
宗
教
と
カ
ル
ト

著
書

法
然
親
鸞
一
遍
（
新
潮
新
書
）

歎
異
抄
す
く
い
の
こ
と
ば

住
職
さ
ん
は
聞
き
上
手
（
昌
文
社
）

そ
の
他
多
数

法座の朝席・昼席に続けてご出席くださる方に弁当をお出しします。召し上がっていただける方は、勝光寺までご連絡ください。
注文の都合上、３月１５日までにご連絡ください。 電話 ７２－０５５２


